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（国研）防災科学技術研究所
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1.⾃⼰紹介
〜2019.03.31 千葉県防災危機管理部防災政策課(連続22年間勤務)
2019.04.01〜 (国研)防災科学技術研究所マルチハザードリスク

評価研究部⾨

(千葉県での主な仕事)
①活断層調査(東京湾北縁断層、鴨川低地断層帯)
②地下構造調査(千葉県北⻄部、千葉県中央部)
③地震被害想定調査(2007･08，2014･15 2回)
④防災教育(2007〜)／地震防災広報・啓発
⑤千葉県地域防災計画
⑥千葉県震災復旧・復興マニュアル
⑦千葉県地震防災戦略
⑧東北地⽅太平洋沖地震津波浸⽔調査
⑨避難のための津波浸⽔予測地図
⑩東⽇本⼤震災液状化調査/液状化しやすさマップ
⑪津波浸⽔予測システム

(専⾨）
・第四紀地質学
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銚⼦漁港（巨⼤津波観測計：九⼗九⾥外房）の潮位変化

布良験潮所（館⼭市：内房）の潮位変化

津波⾼２．５ｍ（観測値−天⽂潮位）

津波⾼１．７２ｍ（観測値−天⽂潮位）

2.東北地⽅太平洋沖地震での千葉県内の潮位変化

14：49

15：30
16：08

15：14

第3波

第2波

第1波

九⼗九⾥
外房

内房

14：49 2m 0.5m

15：14 3m 1m

15：30 10m以上 2m

16：08 10m以上 4m

津波
警報

津波警報(津波)

津波注意報

津波警報(大津波)

3.⼭武市/旭市での津波の様⼦(東北地⽅太平洋沖地震)
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⼭武市

旭市
飯岡漁港
(刑部岬より)



4.千葉県九⼗九⾥地域の津波浸⽔域(東北地⽅太平洋沖地震)

⼀宮川
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痕跡⾼7.6m
距離約300m
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市町名 死者数 死因 備考

旭市 １４ 津波で溺死・⽔死他
野⽥市 １ 頭部強打 ⾃宅
東庄町 １ 転落重体➔死亡 ⾃宅

⼭武市 １ 津波で⽔死

習志野市 １ ⼼肺停⽌ 避難時

⼋千代市 １ 頭蓋内出⾎ ⾃宅

柏市 １ 多発外傷⼼肺停⽌ 屋根転落

⽩⼦町 １ 急性⼼筋梗塞 避難所

船橋市 １ ⼼肺停⽌(余震) ⾃宅

5.東⽇本⼤震災での千葉県内での死者数(死因)

6.旭市飯岡の津波浸⽔予測図と実際の津波浸⽔

⼤震災前の県作成津波浸⽔予測図(⼤震災前)  ⼤震災の旭市の津波浸図
浸⽔範囲に⼤きな違いは⾒られない→でも、避難せずに被災した

元禄地震+延宝地震 東北地⽅太平洋沖地震

→津波ハザードマップ「知らない」の声
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警報・注意報の分類 津波の⾼さ予想区分 数値による表現 定性的表現

津波警報(⼤津波)

10m以上 10m以上
巨⼤5m〜10m 10m

3m〜5m 5m

津波警報(津波) 1m〜3m 3m ⼤きい
津波注意報 20cm〜1m 1m ⼤きいおそれ

①

②

③

千葉県内の津波予報区

利根川河
⼝

富津岬

旧
江
⼾
川
河
⼝

野島崎

③東京湾
内湾

②千葉県
内房

①千葉県
九⼗九⾥・外房

海岸での津波高約３ｍ(１～３ｍ),５ｍ(３～５ｍ),１０ｍ(７～１０ｍ)の津波浸水予測図
(千葉県九十九里外房/内房)

★津波で⼈的被害を出してしまった
＊予報区毎の警報を⾃分のことと思え

ない(最⼤津波⾼、津波到達時間)
＊津波⾼ではどこ迄来るかわからない
＊どの津波でも千葉県は被害が出る
＊同じ地震/津波はない(シナリオ型では対応不可能)

＊気象庁の津波警報を引き⾦に！避難！
＊津波警報でどこまで逃げたらいいのか

(迅速/安全な避難を⽀援)
避難のための津波浸⽔予測図

7.津波による⼈的被害をなくす
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8.避難のための津波浸⽔予測図例(拡⼤版/九⼗九⾥海岸)
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気象庁の津
波警報レベ
ルに対応し
た浸水予測
を表示（本
図面は、遠
津 波 警 報
10m【 施 設
なし】）

拡大図でカーソルの位置
の浸水深と地盤高の数字
での表示

一 部 加 筆 、 修 正

九⼗九⾥海岸

どんな津波でも迅速・安全な避難(何処まで避難)
津波避難を⾃分のこととして考える

気象庁の津波警報レベルで各地域の浸⽔深/
浸⽔範囲を知り、安全な場所まで避難する

元禄地震等の滑り量を変え、地域の津波⾼を
気象庁の津波警報レベルに合わせた(が問題も) 
①あくまでも架空の地震に対する津波
②予算/時間の関係上、計算数が少ない
③津波避難訓練に使えない(避難時間不明)
④東京湾内は湾⼝での津波⾼とした

S‐netとは
• 整備・運⽤：（国研）防災科学技術研究所
• 災害軽減に資するための津波即時の予測の⾼

度化、緊急地震速報の⾼度化を⽬的にH23年度
より計画・整備し、H28年度より運⽤開始

• 北海道沖〜千葉県房総沖までの⽇本海溝沿い
に敷設した海底地震・津波観測システムで、
150観測点,海底ケーブル約5,500 kmの観測網

• 各観測点は、⽇本海溝軸に直交する⽅向では
約30 km間隔、海溝軸に沿う⽅向では約50〜60 
km間隔で配置

• ①房総沖；②茨城・福島沖；③宮城・岩⼿
沖；④三陸沖北部；⑤釧路・⻘森沖；⑥海溝
軸外側の計6つのサブシステムに分かれる

千葉県津波浸⽔予測システムでの利⽤範囲
① 房総沖 （S1N：全22点）
② 茨城・福島沖（S2N：全26点） …計62地点
⑥ 海溝軸外側 （S6N：南側14点）

⾦沢（2013，2016），植平（2017）他
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9.⽇本海溝海底地震津波観測網

千葉県利⽤範囲

和歌⼭県気象業務法津波
予報業務許可取得(2015)

S-net運⽤開始(2017)

東⽇本⼤震災
S-net計画開始(2011)

千葉県房総沖S-net敷設
⼯事開始(2013.5)

南房総市S-net陸揚げ
(2016.3)

千葉県津波浸⽔予測シス
テム整備事業(2018)

10.千葉県津波浸⽔予測システム整備事業の流れ

Do
NET
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東京五輪のサーフィン会
場に千葉県⼀宮町決定

(2016.12)

津波⾼10mの浸⽔予測図

11.サーフィン会場周辺の津波浸⽔予測
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地震・津
波の発⽣

S‐netによる
観測

千葉県津波浸⽔予測システム
⾃作の津波事典から類似する津波を検索

予測情報の
配信・活⽤
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千葉県津波浸⽔予測システムの特徴
・S-netの観測情報から津波の浸⽔域・浸⽔深・到達時間等を予測
・S-netの観測をトリガーに予測計算開始。配信は気象庁の地震/津波情報をトリガー(和歌⼭県エリアメール誤配信)
・千葉県防災情報システム(専⽤回線)を経由して市町村等防災関係機関に配信(H30年度版)
・より多くの⼈に津波浸⽔情報を提供したい(多様な⽅式での配信を計画：H31年度版)

観
測
情
報
の
配
信

（EarthLAN

）

情報受信
• 県庁出先
• 市町村
• 消防局 等

地
震
・
津
波

観
測
・
予
測

情
報
の
配
信事前に作成した2614

断層のS‐net波形，
浸⽔図等を保存。

千葉県津波浸⽔予測システム

求められ断層モデ
ルに紐付き、
• 最⼤津波⾼
• 津波到達時刻
• 津波浸⽔深
• 津波浸⽔範囲
を地域ごとに予測

事典
（DB）

観測情報

Matching

観測情報から
求められる

断層モデルを
検索

予測情報

情報活⽤
• 迅速な災害

対応
• 安全な避難

誘導を⽀援
• 孤⽴地域の

早期把握
• 救助・救援

の⽀援
...等

気
象
業
務
法
上
の

予
報
業
務
許
可
が
必
須

(植平,2017)

12.千葉県津波浸⽔予測システムの概要 13.沖合の津波・潮位等の観測データの伝え⽅

気象庁HPより
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計算条件の設定
地形データの作成

•最⼤2630m格⼦領域から最⼩
10ｍ格⼦領域（予測対象領
域）までの６層構造

断層モデルの作成
•⽇本海溝・相模ﾄﾗﾌ沿い
•Mw:8.5,8.2,7.6,7.2
• 2614ケース (=Mw×断層深

さ(3)×傾斜⾓(4))

Mw8.2

既往(検証)地震の設定
• 1677年 延宝房総沖地震
• 1703年 元禄関東地震
• 2011年 東北地⽅太平洋
沖地震

その他条件の設定
•地殻変動：Okada(1992)
•粗度係数：0.025

（空地等に相当する値）
•堤防等施設条件：無し
•潮位条件：T.P.±0m
•津波計算時間：

地震発⽣後9時間
•計算時間間隔：0.05秒

…など

沿岸評価点の決定
地区⼈⼝や重要施設の前⾯、

＋⽔深5mの複数地点

予測対象地域の決定
⼀宮町・いすみ市・

勝浦市・鴨川市

計算結果の出⼒

市町名 地点数 市町名 地点数

⼀宮町 3 勝浦市 9

いすみ市 4 鴨川市 10

⾼精度な津波予測を⽬的として，海洋研究開発機構、気象研究所，オーストラリア国⽴⼤学と共同で開発されている津波コード
（津波シミュレーションプログラム）。ソースコードが公開されており、だれでもDLして利⽤することが可能。

津波コードJAGURSによる津波計算
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14.千葉県津波浸⽔予測システムの計算/津波増幅率を⽤いた津波即時予測システム
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地殻変動図

こ
の
地
震
に
よ
る
津
波
の

伝
播
の
様
⼦

地震発⽣から1時間
（1分ごとの動き）

※STEP=0.05秒

16.津波浸⽔予測の例(延宝地震：1677)
S‐netによる津波観測

‐‐‐ Start ‐‐‐
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17.S-netの⽔位変動(想定観測データ/延宝地震)

勝浦市

最終的に候補として
残った⽅向の断層モデル

19

S‐netの⽔圧値（cm）

評
価

点
の

最
⼤

津
波

⾼
（

ｍ
）

① 2614ケースの断層モデルをS‐netの観測⽅向で絞り込む。
② S‐netの⽔圧値（シミュレーション値）と沿岸評価点の最⼤津波⾼

（シミュレーション値）の関係のうち、S‐netの⽔圧値（観測値）に
マッチする断層モデル（最⼤津波⾼が最⼤のモデル）を選ぶ

事前に作成した津波事典から、ページを絞り込んで、１つを選ぶ

18.S-netの⽔位変動から求められる断層モデル

選ばれた最終断層モデル

① 2614ケースの断層モデルをS‐netの観測⽅向で絞り込む。
② S‐netの⽔圧値（シミュレーション値）と沿岸評価点の最⼤津波⾼

（シミュレーション値）の関係のうち、S‐netの⽔圧値（観測値）に
マッチする断層モデル（最⼤津波⾼が最⼤のモデル）を選ぶ

事前に作成した津波事典から、ページを絞り込んで、１つを選ぶ
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←延宝房総沖地震（M8.4）による
浸⽔マップ

S‐netの観測値から予測される
断層による浸⽔マップ↓

浸⽔マップとS‐netの⽔位
変動から予測される断層に
よる浸⽔予測がほぼ⼀致

19.延宝地震と予測された断層モデルの浸⽔の違い

Matsube

Kushihama

Katsuura



Boso‐1724 (Mw8.2)

緯 度：36.250 o

経 度：143.250 o

⾛ 向：200.0 o

深 さ：10.0 km
傾 斜 ⾓：45.0 o

すべり⾓：90.0 o

すべり量：10.00 m
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Boso‐1725 (Mw8.5)

緯 度：36.250 o

経 度：143.250 o

⾛ 向：200.0 o

深 さ：10.0 km
傾 斜 ⾓：45.0 o

すべり⾓：90.0 o

すべり量：10.00 m

20.断層規模の違いによる浸⽔の違い
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Boso‐1724 (Mw8.2)

緯 度：36.250 o

経 度：143.250 o

⾛ 向：200.0 o

深 さ：10.0 km
傾 斜 ⾓：45.0 o

すべり⾓：90.0 o

すべり量：10.00 m

Boso‐0710 (Mw8.2)

緯 度：34.500 o

経 度：142.500 o

⾛ 向：200.0 o

深 さ：10.0 km
傾 斜 ⾓：45.0 o

すべり⾓：90.0 o

すべり量：10.00 m

21.断層の位置の違いによる浸⽔の違い


